
 

 

 

 

 

 

１．目  的 

高齢または障がいにより自立が困難な矯正施設退所者を出所後速やかに福祉サービス等につな

げる調整を行う地域生活定着支援センターが開設され３年が経過しました。 
支援対象者が犯罪を繰り返すことなく、地域に定着するためには、受け入れ施設や事業所、福祉行政

等の理解と協力、関係機関の連携による支援の継続が不可欠となります。 

本会議では、支援対象者について理解を深めていただくとともに、実際の支援の流れや関係機

関の連携を紹介し、ネットワークの拡大・充実の必要性を再確認することを目的に開催します。 

 

 

２．主  催   社会福祉法人  北海道社会福祉協議会   

北海道地域生活定着支援札幌センター 
 

３．後  援   法務省 札幌保護観察所（ 予定 ） 
 

 

４．日  時   平成２５年７月２９日（月）１３：００ ～１７：００ 

 

５．場  所   道民活動センター ４階 大会議室 

（札幌市中央区北２条西７丁目 かでる２．７） 

 

６．定  員   １８０名   

          ※注）申込み多数の場合は抽選とさせていただきます。 

参加をご遠慮いただく場合のみ、連絡をさせていただきます。 

予めご了承ください。 

 

７. 参加費    無料 

 

８．内  容  
         

12:30 13:00             14:30                      17:00 

受付 開会 説明① 
参考 

ＶＴＲ 
説明② 

研究協議 

【障がい者事例】 

【高齢者事例】 
閉会 

  
 

（ 1 ）基調説明  

説 明① 「 福祉の支援が必要な刑務所入所者の現状 」  

【説 明】札幌刑務所分類審議室 首席矯正処遇官 鉄島 清毅 氏 

 

     ＶＴＲ上映 ～福祉の支援が必要な刑務所入所者の現状と地域生活定着支援センターの

活動を紹介するＶＴＲを上映します 

 

説 明② 「 地域生活定着支援センターの支援について 」 

【説 明】北海道地域生活定着支援札幌センター 所 長 五十嵐 象平 
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（２）研究協議 「地域生活定着支援事業における関係機関連携の実際と諸課題について」 

1） 障がい者事例  

 

 

 

     

【ゲストスピーカー】 

      ＜障がい者相談支援事業所＞ 相談支援事業所ノック  所 長   荒川 倫代 氏 

                    相談室こころ ていね  相談員   杉田  誠 氏 

      ＜グループホーム＞     株式会社 アルル    会 長   福田 大明 氏 

  ＜障がい者支援施設＞    優徳荘        支援課長   林  克則 氏 

    ＜医療機関＞        大谷地病院 地域医療福祉連携室長 中村 慎一  氏 

    ＜保佐人＞         船山暁子法律事務所   弁護士   船山 暁子  氏 

2） 高齢者事例   

 

        

             

     

 

 

【ゲストスピーカー】 

     ＜地域包括支援センター＞札幌市西区第２地域包括支援センター センター長金澤 崇史氏 

    ＜日常生活自立支援事業＞    札幌市社会福祉協議会  専門員  門  ひかる 氏 

      ＜高齢者・障がい者向け共同住宅＞株式会社エイワイシー  室 長  工藤 美弥子 氏 

     ＜国選弁護人＞         東銀座綜合法律事務所  弁護士  長谷川  泰 氏 

 

【コーディネーター】  

北海道地域生活定着支援センター専門委員会副委員長    

札幌弁護士会 高齢者・障がい者支援委員会副委員長 ＩＧＭ法律事務所 弁護士 水沼 功 

 

９.その他  

【交流会のご案内】 

      会議終了後、交流会を企画しています。ゲストスピーカーの方々を始め、様々な分野でご活躍 

   する参加者の皆さんと情報交換し、ネットワークを広める機会にしたいと思いますので、多くの 

方のご参加をお待ちしています。 

      ・会 場   札幌駅周辺 

      ・会 費   ３，５００円前後(領収書の発行は行いませんのでご了承ください) 

    ※詳細は、交流会を申し込まれた方に、追ってご連絡いたします。 

 

１０．申し込み方法 

別紙参加申込書に必要事項をご記入の上、平成２５年７月１７日（水）までファクシミリに

てお申し込みください。その他ご不明な点等ございましたら、下記までご連絡いただきますよ

うお願いいたします。 

◆連絡・問合せ先◆ 

北海道地域生活定着支援札幌センター 【 担当：我妻・富田 】 

〒060-0002 札幌市中央区北２条西７丁目 北海道社会福祉総合センター３階 

Tel ０１１－２４１－３９７３    Fax ０１１－２７１－１９７７ 

発達障がい。再犯防止のためには施設入所が望ましかったが、障害程度区分では施設入所 

に該当せず。グループホームで生活スタート後に、関係機関と連携し環境を再調整し再犯 

の危機を乗り切る。 

 

高齢者としての支援を想定していたが、出所後、知的障がいに起因する課題が顕著に。 

療育手帳取得と高齢、障がい両方のサービス利用をすすめていた矢先に、本人が失踪。 

後に逮捕の知らせ。警察、国選弁護人と連絡をとりフォローアップから入口支援へ。 

過去の裁判には捉われず、初めて責任能力を問う司法機関の協議が始まった。 



●北海道地域生活定着支援札幌センター 行き （ Fax 011 - 271 - 1977 ） 
 

平成 25 年度地域生活定着支援事業推進会議 in さっぽろ 

参 加 申 込 書 
 

所      属 

 所属コード 
※下記を参照

し番号記載 

 

連   絡  先 

・住 所 ： 〒     

 

 

 

・Tel     （     ）         ・Fax     （     ） 

・Ｅ-mail：（                                 ） 

参

加

者

職

・ 

氏

名 

職  名 氏   名 
交流会参加確認 

参加は〇 不参加は× 

 
  

 
  

 
  

 

【所属コード】 

① 法務省機関等（矯正施設・保護観察所・更生保護施設・保護司・弁護士・司法書士等） 

②行政機関（道・市区町村・更生相談所等）  ③地域包括支援センター  ④障がい者相談支援事業所 

⑤障がい者サービス関係（障がい者支援施設・サービス事業所・地域活動支援センター・作業所等） 

⑥高齢者サービス関係（高齢者施設、サービス事業所、居宅介護支援事業所等） 

⑦救護施設    ⑧その他の施設    ⑨高齢者・障がい者下宿（高齢者専用賃貸住宅等） 

⑩当事者支援団体（ホームレス支援団体・アルコール・薬物依存症者社会復帰施設等） 

⑪医療機関    ⑫社会福祉協議会   ⑬その他 

・参加申込で知り得た個人情報は、本会議の参加者確認・名簿作成のみに利用いたします。 

 

【 事前質問欄 】 
  定着支援事業や類する課題等についてゲストスピーカー、説明者、定着支援センター等に、 

質問してみたいことがありましたら、ご記入ください。 当日可能な範囲で取り上げさせて 

いただく予定です。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 送信票は不要です。本票（参加申込書）のみで送付下さい。 

● 参加申込〆切：７月１７日（水）まで 

 
Ｃ 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&source=images&cd=&cad=rja&docid=tuSyfwCFZc5g0M&tbnid=-Y7D_T4VMgU3YM:&ved=0CAUQjRw&url=http://www.irasutoya.com/2013/05/blog-post_6979.html&ei=RpPCUaqGL8XmkgWHxoHICw&bvm=bv.48175248,d.dGI&psig=AFQjCNHHyZoFluvQugVW_0gJK_9DiqOq1w&ust=1371792490136400

